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オバマ大統領は，「米国はもはや世界の警察
官ではない」と戦後初めて公言した。戦後の
国際経済ルールは，IMF・世界銀行体制であっ
た。これを変える契機となったのは 2001 年９
月 11 日の同時多発テロであった。これがアメ
リカにとって膨大なコストとなり，「アメリカ
経済の弱体化」は経済覇権をめぐる米中の新し
い主導権争いを生んだ。つまり，21 世紀の世
界の貿易・投資ルール作りに関する争いである。

本書は，この主導権争いを TPP（環太平洋

パートナーシップ協定）などの政府の「交渉
担当者」の内部の目から，貴重な記録を残し
た。アメリカと中国は，広域地域統合，つまり
TPP，RCEP，FTAAP を介して争う。その構
成国は，RCEP が ASEAN プラス６カ国であり，
FTAAP が APEC 構成国である。アメリカが
進めるのが TPP であり，中国が進めるのが
RCEP である。それぞれが最終的に FTAAP
を目指す。TPP の合意された内容で対中国を
意識したルールとして，16 項目を挙げ，輸出
税の新設の禁止，国有企業の規律などを例示し
た。

本書の注目すべき点は，第１に，中国の世界
戦略として一帯一路構想と AIIB を説明する。
第２に，覇権争いの５つの決定要因を上げる。
第３に，日本企業の「製造業」の国際競争力の
深刻な低下である。第４に，日本のソフトパ
ワー，つまり文化力に注目する。また，TPP
の戦術的交渉力に関して，リーダーシップの重
要性から日本の甘利 TPP 担当大臣が他の国か
ら抜きんでていたと指摘する。

本書が主張するのは，TPP が日本のグロー
バル戦略の起爆剤に必要であるということであ
る。これに日本企業が生き残る７つの条件，生
き残り戦略，そして最後に日本と中国の隣人と
しての協力を提案する。

評者が本書を補完するとすれば，広域地域統
合の根底に「グローバル・バリューチェンの形
成」がある。それを促進するのが TPP などに
よる貿易・投資の自由化である。したがって，
本書は，21 世紀の経済ルールの形成を見てい
くうえでその枠組みを理解するための必須の，
また不可欠の書である。
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